








Abstract : This	study	aimed	to	examine	the	effectiveness	of	the	practical	 teaching	development	model	which	adopted	
‘active	learning’	style	in	a	cycle	of	planning	with	the	use	of	‘unit	structure	diagram’,	teaching	practice	in	micro	teaching	
style	and	observing	classes	and	reflecting	by	watching	videos.	The	subjects	of	 this	 study	were	 the	 students	who	
took	 ‘Seminar	on	Teaching	Heath	and	Physical	Education Ⅱ ’	held	 in	the	first	semester	of	2017	at	Toin	University	 	of	
Yokohama.	










	 	 	 	On	 the	other	hand,	 the	students’	 recognition	of	 their	abilities	 to	making	plans	with	 the	unit	 structure	diagram	
significantly	decreased	at	 the	5%	 level.	The	 time	allocated	 for	planning	 lessons	 for	health	education	and	physical	
education	was	one	lesson	each,	and	this	would	be	reason	why	the	students	could	not	develop	their	confidence.	there	was	
also	one	result	that	they	could	not	deepen	their	understanding	of	how	to	evaluate	students	as	expected.
To	improve	these,	 it	 is	 important	to	provide	students	with	various	means	responding	to	each	student’s	directivity	and	
individuality	 in	order	to	develop	their	practical	 teaching	abilities,	as	well	as	 improve	 learning	contents	 in	Seminar	on	
Teaching	Heath	and	Physical	Education	 Ⅰ .	It	 is	also	 important	to	examine	what	and	how	to	provide	 in	Seminar	on	
Teaching	Heath	and	Physical	Education	Ⅲ,	which	is	followed	by	Seminar	on	Teaching	Heath	and	Physical	Education	Ⅱ
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回数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
月日 4月11日 4月18日 4月25日 5月2日 5月9日 5月16日 5月23日 5月30日 6月6日 6月13日 6月20日 6月27日 7月4日 7月11日 7月18日





























































































































































































































































































































































実施日： 2017年6月27日 領域： 場所：








／ g G 合計 ／ g G 合計
4 1 5 10 0 0 0 0
一般 14 0 3 17 0 0 0 0
具体 3 0 1 4 0 0 0 0
【観察者チェックリスト】 一般 0 0 0 0 0 0 0 0
よい体育授業度 点 具体 13 5 8 26 0 0 0 0
一般 0 0 0 0 0 0 0 0
具体 0 0 0 0 0 0 0 0
4 0 0 4 0 0 0 0




















































































































































    ■■■ 意 欲 ・ 関 心
全力で運動した
楽しかった
    ■■■■■  学 び 方
自ら進んで学習した
何回も練習した
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インストラクション（I） 20.3% 21.6% 39.4% 37.3% 22.5%
認知学習（A1） 11.5% 6.5% 4.7% 26.3% 48.5%
運動学習（A2） 52.1% 44.9% 44.4% 24.0% 20.3%
マネジメント（M） 16.1% 27.0% 11.5% 12.5% 8.7%
117回 45回 61回 54回 42回

































































































































































































1 授業目標・内容の理解が深まる 4.85 4.59 0.056
2 教えるべき内容の理解が深まる 4.9 4.64 0.030
3 目標と評価について理解が深まる 4.6 4.23 0.028
4 評価機会について理解が深まる 4.45 3.86 0.003
5 年間計画と単元計画について理解が深まる 4.5 4.23 0.069
6 教材づくりについて理解が深まる 4.8 4.91 0.330
7 学習過程について理解が深まる 4.4 4.41 0.789
8 目標に準拠した評価について理解が深まる 4.45 4.18 0.171
9 学習指導要領の理解が深まる 4.4 4.59 0.262
10 教材の特性について理解が深まる 4.65 4.76 0.749
11 授業時の教師行動（声の大きさ・板書・発問・示範・観察など）について理解が深まる 4.9 4.82 0.666
12 授業時の生徒の学習形態について理解が深まる 4.45 4.41 0.858
13 一時間の授業だけではなく、単元として授業の全体像をとらえることができる 4.15 4.27 0.789




1 授業目標・内容の理解が深まる 4.75 4.50 0.010
2 教えるべき内容の理解が深まる 4.85 4.50 0.002
3 目標と評価について理解が深まる 4.6 4.32 0.135
4 評価機会について理解が深まる 4.45 3.90 0.008
5 年間計画と単元計画について理解が深まる 4.65 4.09 0.010
6 教材づくりについて理解が深まる 4.65 4.68 0.772
7 学習過程について理解が深まる 4.4 4.09 0.015
8 目標に準拠した評価について理解が深まる 4.25 3.95 0.209
9 学習指導要領の理解が深まる 4.75 4.59 0.606
10 教材の特性について理解が深まる 4.6 4.27 0.083
11 授業時の教師行動（声の大きさ・板書・発問・示範・観察など）について理解が深まる 4.65 4.59 0.804
12 授業時の生徒の学習形態について理解が深まる 4.3 4.36 1.000
13 一時間の授業だけではなく、単元として授業の全体像をとらえることができる 4.4 3.95 0.029
14 授業を行う上で、単元構造図の作成は必要である 4.7 4.59 0.453
 
pre post 両側確率
1 授業目標・内容の理解が深まる 4.25 4.18 0.789
2 教えるべき内容の理解が深まる 4.35 4.14 0.163
3 目標と評価について理解が深まる 4.65 4.23 0.035
4 評価機会について理解が深まる 4.7 4.27 0.058
5 年間計画と単元計画について理解が深まる 4.2 3.95 0.135
6 教材づくりについて理解が深まる 4.55 4.68 0.577
7 学習過程について理解が深まる 4.4 4.23 0.096
8 目標に準拠した評価について理解が深まる 4.4 4.05 0.049
9 学習指導要領の理解が深まる 3.9 4.18 0.069
10 教材の特性について理解が深まる 4.4 4.32 0.804
11 授業時の教師行動（声の大きさ・板書・発問・示範・観察など）について理解が深まる 4.6 4.77 0.577
12 授業時の生徒の学習形態について理解が深まる 4.4 4.38 0.790
13 一時間の授業だけではなく、単元として授業の全体像をとらえることができる 4.1 4.00 0.577
14 自分自身の授業を客観的に観察することは、教授技術の改善に有効である 4.85 4.82 0.748
15 自分以外の人の映像を見て評価を行うことは、自分自身の授業改善に役立つ 4.95 4.95 1.000
16 授業時には気付かなかったが、映像視聴によって、新たに発見できた事象がある 4.75 4.64 0.330
17 自学自習が促進される 4.5 4.36 0.453

































































































単元構造図・指導案の作成→模擬授業→振り返りの一連の作業を繰り返すことは、授業構成力の育成や授業スキルの向上に有効である 4.85 4.68 0.104
保健体育実践演習を受講して、自分自身の成長を実感できる 4.58 4.55 0.772




41)5(5)3(9           るあで要重がとこう行くし楽　□2
2)9(20るあで要重がとこつ保を律規習学　□3
12)2(9)1(21            　　           るあで要重が夫工の材教  □4
22)1(41)5(8るあで要重が解理の領要導指習学　□5
6 □　生徒の理解が大切である 10(2) 7(4) 17
7 □ 個別支援が大切である 2(11) 0 2
5)9(2)01(3るあで切大が術技範師の身自　□8
9)5(5)7(4るあで切大がとこるす解理を性特材教　□9
10 □ 経験を積むことが大切である 9(3) 3(8) 12
31)3(8)6(5るあで切大がとこるきで応対に軟柔に況状 □11
12 □　体力を高めることが大切である 0 0 0
13 □ 技能を保障することが大切である 0 0 0





1 □ 教育実習の不安が払拭できる 9(3) 2(8) 11
52)2(41)2(11るきでに確明を題課の術技授教の分自　□2
3 □　教師になる認識が高まる 3(10) 6(4) 9
4)8(2)21(2　るめ極見をき向不き向のへ員教 □4





10 □　自分の指導能力が把握できる 14(1) 16(1) 30
8)5(4)6(4るきで験体がスセロプるす達上が導指　□11
12 □　状況変化への対応力が高まる 5(5) 1(13) 6
13 □　授業づくりの課題が克服できる 4(6) 2(8) 6
14 □　何をすべきがが明確になる 7(4) 7(3) 14




1 教員になりたい 4.75 4.68 0.577
2 教員になれる気がする 3.2 2.95 0.204
3 教員に向いている 3.3 3.18 0.428
4 教員になることに不安を感じる 4.05 3.55 0.061
5 教員になるのは簡単だ 1.2 1.45 0.186
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